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A

B

D

E

F

H

I

C

G

平
成
１７
年
第
４
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
１１
月
２９
日
貂
か
ら
１２
月
１６
日
貊
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日
＝
１２
月
１３
日
貂
・
１４
日
貉
・

１５
日
貅

※
一
般
質
問
と
は
議
員
が
市
の
仕
事
全
般

に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状
況

や
こ
れ
か
ら
の
考
え
に
つ
い
て
聞
く
こ
と

F
各
日
４２
人
（
先
着
順
）

I
議
事
調
査
課
蕁
A
２
７
７

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

埼
玉
県
民
の
方
を
対
象
に
、
交
通
遺
児
等

援
護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

C
①
乳
幼
児
お
よ
び
小
・
中
・
高
等
学
校

並
び
に
各
種
学
校
等
に
在
学
す
る
昭
和
６２

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
交
通
遺
児

等
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者
、
ま
た

は
同
世
帯
の
者
②
高
等
学
校
交
通
遺
児
授

業
料
減
免
対
象
者
③
児
童
扶
養
手
当
対
象

者
④
生
活
保
護
世
帯
⑤
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
ま
た
は
均
等
割
り
の
み
納
付
世
帯

G
遺
児
１
人
に
つ
き
５
万
円
（
年
額
）、

平
成
１８
年
４
月
末
日
に
給
付

H
平
成
１８
年
１
月
末
日
ま
で
に
、
み
ず
ほ

信
託
銀
行
浦
和
支
店
へ
申
請
書
類
（
市
交

通
防
災
課
お
よ
び
市
内
各
学
校
で
配
布
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参

I
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
埼
玉
県
交

通
安
全
課
内
）
蕁
０４８
・
８３０
・
２
９
５
８

家
屋
を
取
得
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税

お
よ
び
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
税
額
の
基
礎
と
な
る
価
格（
評
価
額
）

を
算
出
す
る
た
め
家
屋
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
家
屋
、

取
り
壊
し
を
し
た
家
屋
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

調
査
内
容

各
部
屋
の
内
部
、
外
部
、
間

取
り
、
設
備
等

I
資
産
税
課
蕁
A
３
０
２

第
３
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
審
議
し
ま
す
。

A
１２
月
２０
日
貂

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

B
八
潮
メ
セ
ナ
研
修
室
Ａ

F
１０
人
（
先
着
順
）

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
２
１
８

低
所
得
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が
中

学
校
へ
入
学
す
る
時
、
就
学
支
度
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

C
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、
ま

た
は
父
母
の
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
あ
る
こ
と
②
お
子
さ
ん
が
平
成
１８
年

４
月
に
中
学
校
入
学
予
定
で
あ
る
こ
と
③

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
④
生
活

保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と

G
１
万
円

H
１２
月
２８
日
ま
で
に
、
申
請
書
（
児
童
障

害
課
で
配
布
）
に
必
用
事
項
を
記
入
の
う

え
児
童
障
害
課
へ
持
参
※
申
請
の
際
は
振

込
金
融
機
関
が
証
明
で
き
る
も
の
（
通
帳

な
ど
）
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

I
児
童
障
害
課
蕁
A
２
０
９

A
１２
月
２８
日
貉
ま
で
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

B
市
役
所
総
務
人
事
課
（
２
階
）

G
大
型
（
グ
リ
ー
ン
、
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ

ル
ー
）
＝
５００
円
、
小
型
（
グ
リ
ー
ン
）
＝

４００
円

I
総
務
人
事
課
蕁
A
２
３
３
　
　
　
　
　
　

市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

○
夜
間
納
税
相
談

A
１２
月
１３
日
貂
・
１４
日
貉
・
２０
日
貂
・
２１

日
貉

午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

○
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
実
施
中

A
毎
週
木
曜
日
、
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

B
納
税
課
（
１２
番
窓
口
）、
国
保
年
金
課

（
６
番
窓
口
）

※
市
税
の
口
座
振
替
の
お
願
い

納
付
に
は
「
安
全
・
確
実
・
便
利
」
な
、

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き

は
簡
単
で
す
。
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
登
録

印
鑑
を
持
っ
て
金
融
機
関
等
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

I
納
税
課
蕁
A
２
０
７
・
国
保
年
金
課

蕁
A
８
３
３

市
で
は
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制

度
」
ま
た
は
「
八
潮
市
商
工
会
特
定
退
職

金
共
済
制
度
」
に
新
規
加
入
さ
れ
た
事
業

者
に
、
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

C
市
内
の
事
業
者
で
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

①
事
業
を
１
年
以
上
継
続
し
て
い
る
こ
と

②
従
業
員
が
５０
人
以
下
で
あ
る
こ
と
③
補

助
金
交
付
申
請
時
に
納
期
が
き
た
市
民
税

を
完
納
し
て
い
る
こ
と

補
助
期
間

新
規
加
入
契
約
月
か
ら
２４
カ

月
間

補
助
対
象
経
費

平
成
１７
年
１
月
（
ま
た

は
加
入
月
）
か
ら
１２
月
（
ま
た
は
補
助
期

間
満
了
月
）
ま
で
に
支
払
っ
た
掛
金
で
、

補
助
期
間
内
の
も
の

補
助
額

掛
金
の
２０
〜
３０
パ
ー
セ
ン
ト
※

月
額
５
０
０
０
円
を
限
度

H
１
月
１０
日
か
ら
２５
日
ま
で
に
、
商
工
振

興
課
へ
※
平
成
１７
年
１２
月
ま
で
の
掛
金
の

支
払
い
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

I
商
工
振
興
課
蕁
A
３
３
６

製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
工
業
統
計
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
は
、
１２
月
下
旬
か
ら
平
成
１８
年
１

月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
、

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

I
総
務
人
事
課
蕁
A
２
３
３

〈
消
費
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
事
業
者
〉

平
成
１５
年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
０
０

０
万
円
超
え
る
事
業
者
の
方
は
、
平
成
１７

年
分
の
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
り
ま

す
。
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る
方
は
、

速
や
か
に「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
基
準
期
間
の
課
税
売
上
額
が
５

０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者
の
方
は
、
課

税
売
上
高
か
ら
納
付
税
額
を
計
算
で
き
る

「
簡
易
課
税
制
度
」
の
選
択
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
場

合
は
、「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届

書
」
を
１２
月
３１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

I
越
谷
税
務
署
個
人
課
税
部
門
蕁
９６５
・

８
１
１
１

A
平
成
１８
年
１
月
８
日
豸

午
前
１０
時
〜

正
午

B
市
役
所
前
庭
駐
車
場

D
消
防
車
両
分
列
行
進
、
八
條
北
小
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
八
潮
市
民
吹
奏
楽
団
、

消
防
演
技
な
ど

I
消
防
本
部
蕁
９９６
・
０
１
１
９

A
平
成
１８
年
１
月
２９
日
豸

午
後
１
時
〜

４
時

C
小
学
５
年
生
以
上

D
絵
に
合
わ
せ
て
布
と
綿
を
使
い
、
立
体

的
に
創
作
す
る
押
し
絵
を
作
成

F
２０
人
（
申
込
順
）

G
１
５
０
０
円

E
は
さ
み
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、
手
ふ
き

H
１
月
２２
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

資
料
館
窓
口
へ

I
資
料
館
蕁
９９７
・
６
６
６
６
　

おしらせHOTコーナー　案内・催し

平
成
１８
年
版
・
県
民
手
帳
頒
布

八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉

推
進
審
議
会
を
公
開

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学

支
度
金
支
給
制
度

市
議
会
定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

平
成
１７
年
度
新
た
に
消
費
税
の

課
税
事
業
者
と
な
る
方

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
補
助
制
度

交
通
遺
児
等
援
護
金

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

夜
間
納
税
相
談
窓
口
の
開
設

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

デ
ザ
イ
ン
も
材
料
も
好
き
な
も
の
を
選

ん
で
ペ
イ
ン
ト
で
き
ま
す
。

A
毎
週
水
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
　
B

生
涯
楽
習
館
セ
ミ
ナ
ー
室
　
F
５
人
　
G

月
会
費
２
０
０
０
円
※
一
日
体
験
あ
り

（
５００
円
）
I
高
沢
蕁
９３５
・
１
１
３
９

育
児
サ
ー
ク
ル
い
ち
ご
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ

０
〜
１
才
児
と
保
護
者
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
場
で
、
友
達
作
り
し
ま
せ
ん
か
。

A
毎
週
木
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
　
B

八
條
公
民
館
ほ
か
　
G
入
会
金
５００
円
、

月
会
費
１
０
０
０
円
　
I
住
吉
蕁
０９０
・

４
２
２
８
・
８
４
２
４

八
潮
Jr
新
体
操
ク
ラ
ブ

A
毎
週
土
曜
日
①
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時

３０
分
②
午
後
２
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
　
B

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
ま
に
て
ほ

か
　
C
幼
稚
園
か
ら
小
学
４
年
生
ま
で

G
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
２
５
０

０
円
（
体
験
１
回
無
料
）
I

北
林
蕁

９９８
・
０
７
５
７
（
午
後
５
時
以
降
）

楽
し
い
絵
手
紙
教
室

「
ヘ
タ
で
い
い
、
ヘ
タ
が
い
い
」
ど
な

た
で
も
必
ず
描
け
ま
す
。

A
第
４
日
曜
日
　
午
後
１
時
〜
３
時
（
変

更
あ
り
）

B
八
幡
公
民
館
ほ
か
　
G
月

会
費
１
１
０
０
円
　
I

片
桐
蕁
兼
FAX

９９５
・
３
９
４
４
　

八
潮
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
小
学
３
年

生
以
上
）
会
員
募
集

楽
し
く
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
特
に
男
子
大
募
集
！

A
毎
週
金
曜
日
＝
午
後
６
時
〜
９
時
・
毎

週
土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
正
午
　
B
エ
イ

ト
ア
リ
ー
ナ
ほ
か
　
G
入
会
金
１
０
０
０

円
、
月
会
費
１
０
０
０
円
、
保
険
代
年
間

５００
円
　
I
田
村
蕁
９９７
・
８
６
１
７

フ
ラ
募
集
　
ナ
ニ
　
リ
コ

A
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
）

午
後
７
時

３０
分
〜
９
時
　
B
宮
田
公
民
館
（
鶴
ヶ
曽

根
）
ほ
か
　
G
月
会
費
４
５
０
０
円
、
入

会
金
３
０
０
０
円
　
I
鈴
木
蕁
９９６
・
７

１
２
４

サ
ー
ク
ル
杵
の
音
（
民
謡
・
三
味
線
）

初
心
者
歓
迎
！
皆
さ
ん
一
緒
に
民
謡
と

三
味
線
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

A
毎
週
火
曜
日
（
月
３
回
）

午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分
　
B
八
幡
公
民
館
ほ
か

G
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
２
０
０

０
円
　
I
遠
藤
蕁
９９５
・
７
２
７
１
、
今

川
蕁
９９７
・
３
１
５
１

ス
ト
レ
ッ
チ
＆
チ
ュ
ー
ブ

体
験
入
学
歓
迎
、
ご
夫
婦
で
も
歓
迎
！

A
毎
週
火
曜
日
　
午
後
７
時
３０
分
〜
８
時

３０
分
　
B
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂
　
D

チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
健
康
体
操
※
チ
ュ
ー

ブ
は
貸
し
ま
す
　
G
月
会
費
２
５
０
０
円

I
塚
越
蕁
９９６
・
６
３
１
３
（
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
）
工
藤
蕁
９９７
・
１
７
５
３

（
午
後
６
時
〜
９
時
）

ふ
れ
あ
い
　
も
ち
つ
き
大
会

も
ち
つ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
募
集
！

A
１２
月
３０
日
貊
　
午
前
１１
時
〜
　
C
６５
歳

以
上
の
方
　
B
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ぽ
っ
か

ぽ
か
（
八
條
５０
番
地
）

G
無
料
　
I
島

津
蕁
９３３
・
２
１
１
１

ラ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
全
国
大
会

A
平
成
１８
年
１
月
８
日
豸
（
雨
天
の
場
合

１
月
９
日
豢
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

B
大
瀬
運
動
公
園
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

G

参
加
費
２
０
０
０
円
　
I

木
村
蕁

９９６
・
７
７
０
５

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
（
ス
イ
ト
ピ
ー
）

A
毎
週
火
曜
日
（
月
４
回
）

午
後
１
時

〜
３
時
　
B
八
幡
公
民
館
ほ
か
　
C
少
し

出
来
る
方
、
初
心
者
も
歓
迎
　
G
月
会
費

３
０
０
０
円
　
I
小
林
蕁
０９０
・
４
７
１

５
・
７
９
５
３

消
防
出
初
め
式

「
体
験
講
座
」
押
し
絵
づ
く
り

押し絵作品例

《お詫び》　広報やしお１１月号に掲載した「新路線バスの運行開始　八潮駅北口～綾瀬駅（六ツ木都住経由）」は、都合により運行が延期となりました。お詫び申し上げます。 
I朝日自動車㈱本社事務所　蕁９７８─５０２１ 



A
１２
月
２３
日
貊

午
後
１
時
〜
３
時

B
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室

C
小
学
生
※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

D

「
サ
ン
タ
さ
ん
は
お
お
い
そ
が
し
」

「
世
界
名
作
童
話
全
集
３
話
収
録
版
（
ガ

リ
バ
ー
旅
行
記
、
ゆ
き
お
ん
な
、
王
さ
ま

の
耳
は
ロ
バ
の
耳
）」「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
」

F
８０
人

G
無
料

I
八
幡
図
書
館
蕁
９９５
・
６
２
１
５

①
１
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級

A
平
成
１８
年
１
月
１５
日
豸

午
後
１
時
〜

４
時

C
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦
お
よ
び
夫

E
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

G
無
料

②
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

A
平
成
１８
年
２
月
２
日
貅

午
前
８
時
４５

分
〜
１０
時
４５
分
、
午
後
１
時
〜
３
時

※
結
果
説
明
会
＝
２
月
１４
日
貂
（
受
付
）

午
前
１０
時
〜
１０
時
１５
分

C
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
の
方

D
問
診
、
骨
密
度
測
定

F
午
前
３０
人
、
午
後
３０
人
（
申
込
順
）

G
無
料

―
①
②
共
通
―

B
保
健
セ
ン
タ
ー

H
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９５
・
３

３
８
１
）
へ

C
２
等
陸
・
海
・
空
士
＝
１８
歳
以
上
２７
歳

未
満
の
男
性

試
験
日

１
月
２８
日
貍

H
１
月
２７
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
請

I

自
衛
隊
朝
霞
募
集
事
務
所
蕁
０４８
・

４６６
・
４
４
３
５
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.saitama.plo.jda.go.jp/

月
１１
日
・
２５
日
・
３
月
４
日
を
除
く
、
毎

週
土
曜
日
・
全
６
回)

午
前
１１
時
〜
正

午B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂

D
ボ
ー
ル
な
ど
の
道
具
を
使
っ
た
運
動
や

マ
ッ
ト
運
動
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
す
リ
ズ
ム
体
操
な
ど

C
市
内
在
住
・
在
園
で
平
成
１２
年
４
月
２

日
〜
平
成
１４
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ

た
幼
児
と
そ
の
保
護
者

F
２５
組
（
申
込
順
）

G
１
０
０
０
円
（
２
人
分
の
保
険
料
）

―
①
②
③
共
通
―

H
②
③
は
１２
月
１３
日
か
ら
電
話
予
約
の
う

え
、
参
加
費
を
添
え
て
窓
口
へ

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
９９６
・
５

１
２
６

市
内
約
２０
キ
ロ
を
タ
ス
キ
で
つ
な
い
で

走
り
ま
す
。

A
平
成
１８
年
１
月
２２
日
豸
（
小
雨
・
小
雪

決
行
）
※
予
備
日
な
し
、
同
日
文
化
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

C
市
内
在
住
・
在
勤
チ
ー
ム
※
市
外
は
３０

チ
ー
ム
ま
で

D
一
般
・
高
校
の
部
、
中
学
男
子
、
女
子

の
部
、
各
６
区
画

G
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円（
中
学
生
無
料
）

H
１
月
１０
日
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９６
･
５

１
２
６
）
へ

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
教
習
所
指
導
員

の
運
転
チ
ェ
ッ
ク
で
安
全
運
転
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
！

A
平
成
１８
年
１
月
２０
日
貊

午
前
９
時
〜

正
午

B
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
５１１
番

地
蕁
９９７
・
５
１
５
１
）

C
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
、
か
つ
普
通

自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

F
１５
人

I
草
加
警
察
署
交
通
課
交
通
総
務
係
蕁

９４３
・
０
１
１
０
A
４
１
１

（４） 平成17年12月10日 広報 No.661

A
平
成
１８
年
１
月
１５
日
豸
　
午
後
１
時
〜

４
時

B
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
研
修
室

C
１６
歳
以
上
３０
歳
未
満
の
方
優
先
（
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
３０
歳
以
上
で
も
可
）

D
証
券
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
講
義
①
証

券
の
基
礎
知
識
②
株
式
市
況
の
メ
カ
ニ
ズ

ムF
３０
人

G
無
料

I
ゆ
ま
に
て
蕁
９９６
・
０
１
２
３

①
メ
セ
ナ
児
童
合
唱
音
楽
塾
「
ハ
ッ
ピ
ー

メ
ロ
デ
ィ
」
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

A
１２
月
１７
日
貍

午
後
１
時
３０
分
開
演

B
八
潮
メ
セ
ナ
２
階
（
集
会
室
）

D
市
内
の
小
学
生
を
中
心
と
し
た
音
楽
サ

ー
ク
ル
「
ハ
ッ
ピ
ー
メ
ロ
デ
ィ
」
が
歌
で

送
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

G
無
料

②
第
１３
回
新
春
メ
セ
ナ
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
古
典
音
楽
の
集
い

新
春
の
幕
開
け
を
、
お
箏
の
音
で
祝
う

コ
ン
サ
ー
ト

A
平
成
１８
年
１
月
８
日
豸

午
後
１
時
３０

分
開
演

B
八
潮
メ
セ
ナ
１
階
ロ
ビ
ー
　
　

D
邦
楽
（
三
味
線
・
長
唄
・
琴
）
の
コ
ン

サ
ー
ト
、
出
演
＝
雅み

や
び

の
会

G
無
料

③
南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト
（
宝
く
じ
文

化
公
演
）

A
平
成
１８
年
２
月
２６
日
豸

午
後
６
時
３０

分
開
演

B
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

G
〈
全
席
指
定
〉
一
般
３
０
０
０
円

H
八
潮
メ
セ
ナ
ほ
か
、
各
種
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
に
て
販
売

―
①
②
③
共
通
―

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
９９８
･
２
５
０
０

①
第
５
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

A
１２
月
１８
日
豸

午
前
９
時
〜
正
午

B
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
鶴
ヶ
曽
根
運

動
広
場

C
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

D
屋
内
＝
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
な
ど
、
屋
外
＝
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル

フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
※
雨
天
の
場
合

は
屋
内
の
み

E
体
操
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履
き

G
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

②
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

A

平
成
１８
年
１
月
３０
日
〜
３
月
２０
日

（
毎
週
月
曜
日
・
全
８
回
）

午
前
１０
時

〜
１１
時

B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

D
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
有
酸

素
運
動
を
行
い
ま
す
。
基
本
か
ら
始
め
、

徐
々
に
運
動
強
度
を
あ
げ
、
段
階
的
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
り
ま
す
。

F
４５
人
（
申
込
順
）

G
１
３
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

③
親
子
体
操
教
室

A
平
成
１８
年
１
月
２８
日
〜
３
月
２５
日
（
２

第
４２
回
市
内
一
周
駅
伝
大
会

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク

おしらせHOTコーナー　催し・募集

八
潮
メ
セ
ナ
の
事
業

冬
休
み
映
画
上
映
会（
ア
ニ
メ
）

ゆ
ま
に
て
講
座

「
株
式
の
仕
組
み
を
覚
え
よ
う
！
」

先生・生徒の気持ちが伝わる広報をめざして 

～埼玉県PTAコンクールで三連覇～ 

（八潮中学校PTA広報委員会） 

　このたび、八潮中ＰＴＡだより
「きらり」が、埼玉県ＰＴＡコンク
ール中央審査会において金賞
を受賞されました。今年で３年
連続金賞受賞の快挙を成し遂
げたものです。 
　「きらり」は、同校保護者の皆さんで構成される広報
委員会で、企画・編集を行い、年４回発行しています。 
　広報委員長の彦坂さんは、「担当者の個性を生か
しながら楽しく活動がモットーです。そんな広報委員
会のチームワークと、先生方を始め生徒の皆さんが、
快く取材に協力してくれたお蔭で今回の受賞に至っ
たと思っています。これからも、学校生活の“生の声”
を拾い、読みやすい広報づくりに努めたいと思います」
と話していました。 

市町村等 
ごみ焼却施設 
2.7g

17%

37%20%

23%

3.0%

民間廃棄物 
焼却施設 
5.9g小型焼却炉等 

3.2g

農業系 
発生源 
3.7g

その他 
0.5g

平成15年度 
ダイオキシン類 
排出量 

16g

ご
み・廃棄物焼却による排

出　
74
％

そ の 
他 

26
％ 

　駅周辺地域を中心に、ポイ捨て防止や空
き缶・空き瓶の管理など、美化活動に関する
指導を行います。住みよい環境・まちづくりを
実現するためには、市民の皆さん一人ひとり
の意識が最も大切です。 
　ご協力をお願いします。 
Iリサイクル推進課蕁A２３４ 

きれいな街に 

12月は地球温暖化防止月間です！ 

美化指導しています！ 

～できることから始めましょう～ 

◆みんなでできる温暖化対策 
外出時は、できるだけ公共交通機関、自
転車を使う／暖房の温度設定の目安を
２０度にする／電気製品のコンセントを、
使わないときは抜く／電気製品を買い
換えるときは、省エネルギー製品を選ぶ 
など 

ダイオキシン 
発生原因 7割 がごみの焼却 7割 がごみの焼却 
◆皆で減らそう！ダイオキシン 
　県内で発生したダイオキシンのうち約７割は、私たちの家庭から出るごみや
産業廃棄物の焼却によるものです。 
◆家庭でゴミを燃やしてはいけません！ 
　家庭用のごみ焼却炉や事業所の小型焼却炉のほとんどは、燃焼温度が
十分に上がらないなど、不完全燃焼を起こしやすいため、ダイオキシンを多く発
生させてしまいます。 
　基準に合った焼却炉以外でごみを焼却すると規制対象となります。庭先な
どで焼却炉を使わずにごみを燃やしたり、ドラム缶などを使って焼却することは
できません。 
◆ごみを減らす工夫　心がけて 
　ダイオキシンを減らすためには、「ごみを減らすこと」が何よりも効果的。ダイオ
キシンを減らすためには、皆さんの協力が不可欠です。 
必要なものを必要なだけ買う／使い捨て商品は買わない／長く大切にものを
使う／過剰な包装は控える／レジ袋はもらわない　など 
　ごみを分別し、リサイクルを徹底するなど、私たち一人ひとりが、毎日の生活
を見直していくことが大切です。また、ごみ出しはルールに従いましょう。 

I環境課蕁A４７８ 

（表１） 

（表１） 

環境美化指導員の皆さん 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
事
業

自
衛
官

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ



A
平
成
１８
年
２
月
２６
日
豸

午
前
１０
時
〜

午
後
２
時

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
２
階

D
手
作
り
品
の
展
示
・
実
演
・
販
売
※
５

０
０
０
円
以
上
の
品
物
の
販
売
や
、
プ
ロ

の
方
の
販
売
は
不
可
、
主
催
者
の
判
断
に

よ
り
、
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
説
明
会

平
成
１８
年
１
月
１６
日
豺

午

前
１１
時
〜
正
午
、
や
し
お
生
涯
楽
習
館
２

階
セ
ミ
ナ
ー
室
１

G

５００
円
（
販
売
を
行
う
場
合
）

F
１５
展
（
申
込
順
）

H
１２
月
１２
日
か
ら
２２
日
ま
で
に
電
話
で
、

商
工
振
興
課
（
蕁
A
３
３
６
）
へ

（５） No.661広報 平成17年12月10日 

○
認
可
保
育
所
の
開
設

平
成
１８
年
４
月
に
、
私
立
認
可
保
育
所

「
八
潮
ひ
ま
わ
り
保
育
園
」（
住
所：

中
央

１
―
１５
―
５
、
現
在
の
認
可
外
保
育
施
設

八
潮
ひ
ま
わ
り
学
園
）
と
し
て
開
設
さ
れ

る
予
定
で
す
。

◆
入
所
申
込
に
つ
い
て

入
所
申
込
の
詳
細
は
、
他
の
学
童
保
育

所
と
同
一
で
す
。
詳
し
く
は
１１
月
の
広
報

や
し
お
７
ペ
ー
ジ
上
段
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間

平
成
１８
年
１
月
４
日
貉
〜
８

日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所

市
役
所
第
４
会
議
室（
１
階
）

※
八
潮
ひ
ま
わ
り
学
園
で
は
受
け
付
け
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

I
児
童
障
害
課
蕁
A
３
１
４

◎
平
成
１８
年
４
月
１
日
採
用
予
定

採
用
人
員

一
般
事
務
＝
２
人

受
験
資
格
等

昭
和
５４
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
社
会
福
祉
士
の
資
格
を

有
す
る
か
平
成
１８
年
３
月
ま
で
に
資
格
取

得
見
込
み
の
方

※
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２５
年
法
律
第

２６１
号
）
第
１６
条
の
第
１
号
、
第
２
号
及

び
第
５
号
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当

す
る
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

〈
第
１
次
試
験
〉

A
平
成
１８
年
１
月
１５
日
豸

午
前
９
時
３０

分
〜
午
前
１１
時
３０
分

B
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

D
教
養
試
験
（
筆
記
）

合
格
発
表
　
平
成
１８
年
１
月
２５
日
貉

〈
第
２
次
試
験
〉

※
第
１
次
試
験
合
格
者
対
象

A
平
成
１８
年
２
月
４
日
貍

午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
３
時
３０
分

D
論
文
試
験
お
よ
び
面
接
試
験

合
格
発
表
　
平
成
１８
年
２
月
下
旬
予
定

※
受
験
者
全
員
に
文
書
で
通
知
（
電
話
照

会
は
不
可
）

〈
試
験
申
込
受
付
期
間
等
〉

H
１２
月
２６
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
申
込
書

を
持
参
ま
た
は
郵
送
（
受
付
時
間
＝
土
・

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）

※
郵
送
の
場
合
は
申
込
書
と
共
に
、
宛
名

を
明
記
し
、
８０
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
採
用
試
験
案
内
の
配
布
〉

B
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布

※
郵
送
希
望
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
採
用
試
験
案
内
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

返
信
先
の
住
所
を
記
載
し
た
返
信
用
封
筒

（
切
手
８０
円
貼
付
）
を
同
封
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
（
〒
３４０
―
０
８
０
２
八
潮
市

大
字
鶴
ヶ
曽
根
４１４
番
地
１
）
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

I
社
会
福
祉
協
議
会
蕁
９９５
・
３
６
３
６

おしらせHOTコーナー　募集

認
可
保
育
所
の
新
設
お
よ
び

入
所
申
込
の
受
付

第
１５
回
八
潮
市
消
費
生
活
展
手
作
り

品
コ
ー
ナ
ー
出
展
者
　

人
権
そ
れ
は
　
蟋

愛 

「
認
め
て
よ
」

ね
ぇ
　
無
視
し
な
い
で
よ

私
は
　
何
も
し
て
い
な
い

ね
ぇ
　
何
を
話
し
て
い
る
の
？

私
も
仲
間
に
入
れ
て
よ

ね
ぇ
　
私
が
笑
っ
て
い
る
か
ら

気
づ
か
な
い
ん
で
し
ょ

私
が
思
い
悩
み

苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を

ね
ぇ
お
願
い
だ
か
ら
気
づ
い
て
よ

私
の
気
持
ち
に
気
づ
い
て
よ

ね
ぇ
　
誰
か

ど
う
か
私
を
受
け
止
め
て

大
き
な
心
で
認
め
て
よ

も
し
も
　
た
っ
た
一
人
だ
け
で
も

こ
の
気
持
ち
に
気
づ
い
て
く
れ
た
な
ら

ど
う
か
私
を
受
け
止
め
て

大
き
な
心
で
認
め
て
よ

こ
れ
は
、
中
学
一
年
生
の
書
い
た
詩
で

す
。こ

の
詩
か
ら
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

人
の
心
の
叫
び
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

で
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

い
じ
め
に
は
、
無
視
・
仲
間
は
ず
れ
、

か
ら
か
い
・
ひ
や
か
し
、暴
力
を
ふ
る
う
、

な
ど
が
多
く
、
い
じ
め
を
受
け
た
子
ど
も

の
心
に
大
き
な
傷
を
残
す
こ
と
に
な
り
、

そ
の
傷
が
い
え
る
に
は
長
い
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
相
手
を
思
い
や
り
、
相
手
の
立

場
に
立
っ
た
行
動
を
心
が
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
お
互
い
を
理
解
し
合
え
る
、
だ
れ

も
が
幸
せ
な
社
会
」
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

病
気
や
ケ
ガ
は
、
あ
る
日
突
然
に
や
っ

て
き
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
は
、
健
康
の

た
め
に
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
お
金
を
出
し

合
っ
て
助
け
合
う
制
度
で
す
。

１
　
国
民
健
康
保
険
加
入
状
況

平
成
１７
年
３
月
３１
日
現
在
の
加
入
状
況

は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。
加
入
率
は
、

県
内
の
市
で
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
　
医
療
費
の
給
付
状
況

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
増
加
と
進
展

す
る
高
齢
化
に
伴
い
、
医
療
費
が
増
加
し

続
け
て
い
ま
す
。
表
２
は
、
医
療
給
付
の

状
況
を
年
度
別
に
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
表
３
は
、
被
保
険
者
の
区
分
別

１
人
当
た
り
医
療
費
で
、
こ
れ
ら
も
年
々

増
加
し
、
平
成
１６
年
度
に
置
い
て
退
職
被

保
険
者
は
、
一
般
被
保
険
者
の
2.4
倍
、
高

齢
者
は
4.2
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３
　
保
健
事
業

①
保
養
所
の
利
用
補
助

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
指
定
の
保
養
所
を
利
用
し
た

場
合
、
利
用
料
金
の
一
部
を
補
助
い
た
し

ま
す
。

補
助
額
は
、
１
人
年
１
回
を
限
度
と
し

て
、
大
人
３
０
０
０
円
、
小
人
１
５
０
０

円
で
す
。

②
生
活
習
慣
病
健
康
審
査
等
の
補
助

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康
管
理
を

目
的
と
し
、
健
康
保
持
の
た
め
肺
が
ん
等

の
検
診
を
受
け
た
際
の
自
己
負
担
金
を
補

助
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
脳
ド
ッ
ク
検
査
の
補
助
も
実
施

し
て
お
り
、
補
助
金
の
額
は
、
脳
ド
ッ
ク

に
要
し
た
検
査
費
用
の
７
割
、
限
度
額
２

万
５
０
０
０
円
で
す
。

４
　
納
付
は
納
期
内
に

納
付
は
期
限
内
に
お
願
い
し
ま
す
。
納

付
に
は
、
安
全
･
確
実
･
便
利
な
「
口
座

振
替
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
簡
単
で
す
。
市
指
定
の
金

融
機
関
等
の
窓
口
に「
保
険
税
の
納
付
書
」

「
通
帳
」「
通
帳
届
出
印
」
を
持
参
し
手
続

き
が
出
来
ま
す
。

５
　
納
税
相
談

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
早
め
に
担
当

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
納
税
相
談
日

・
平
日
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５

分・
毎
週
木
曜
日
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

７
時

毎
月
第
１
日
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４

時６
　
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
に
加

入
し
た
場
合

国
民
健
康
保
険
の
加
入
･
脱
退
は
１４
日

以
内
に
届
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
国
保
に
加
入
す
る
日
＝
職
場
の
健
康

保
険
な
ど
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日
（
会

社
を
辞
め
た
日
の
翌
日
）

持
参
す
る
も
の
＝
職
場
の
資
格
喪
失
証
明

書
等

･
国
保
を
や
め
る
日
＝
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
に
加
入
し
た
翌
日

持
参
す
る
も
の
＝
職
場
の
保
険
証
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
証

※
会
社
を
辞
め
た
後
で
国
保
に
届
け
出
を

し
な
い
で
い
る
と
、
医
療
費
を
全
額
自
己

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

知
っ
て
お
こ
う
国
民
健
康
保
険
制
度 

I

国
保
年
金
課
蕁
A
２
１
２ 

ゆ
ず
り
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
木
製
ベ
ッ
ド（
無
料
）、ダ
イ
エ
ッ

ト
マ
シ
ー
ン（
自
転
車
型
・
３
千
円
）、ラ
ン
ニ
ン
グ

マ
シ
ー
ン（
９
千
円
） 

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
当
事
者
間
で
解
決
を
し
て
い
た

だ
き
、市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。　 

I

商
工
振
興
課
蕁
A
３
３
６ 

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集

７
　
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人

長
い
間
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
退
職

し
、年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
と
、

そ
の
扶
養
家
族
は
、「
退
職
者
医
療
制
度
」

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
対
象
と
な
る
人

①
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
厚
生
年

金
、
船
員
保
険
あ
る
い
は
各
種
共
済
組
合

か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
　

②
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

る
人
で
、
こ
れ
ら
の
年
金
加
入
期
間
が
２０

年
以
上
、
も
し
く
は
４０
歳
以
後
の
期
間
が

１０
年
以
上
あ
る
人
。

・
い
つ
か
ら
適
用
さ
れ
る
か

退
職
者
医
療
制
度
の
加
入
資
格
は
、
年

金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
適
用
と
な

り
ま
す
。

･
届
け
出

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、
次
の
も

の
を
持
参
し
て
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
証

②
印
鑑

③
年
金
証
書
（
加
入
月
数
の
記
載
の
あ
る

も
の
）

表1 国民健康保険加入状況 

表2 医療費給付の状況（医療費全体） 

表3 医療給付の状況（1人当たり） 

区　　　分 

世　帯　数 

人　　　口 

総　　　数 

29,190世帯 

76,132人 

国保加入者 

15,932世帯 

34,184人 

加　入　率 

54.6％ 

44.9％ 

年　　度 

一　　般 

退　　職 

高 齢 者 

医療費総額 

13年度 

3,972,266,520 

918,715,690 

2,334,270,248 

7,225,252,458

14年度 

3,727,946,669 

959,456,344 

2,633,576,966 

7,320,979,979

15年度 

4,385,793,292 

1,116,000,715 

2,651,801,360 

8,153,595,367 

 

16年度 

4,653,984,933 

1,260,336,931 

2,761,396,015 

8,675,717,879

（単位：円） 

被保険者区分 

一　　般 

退　　職 

高 齢 者  

13年度 

148,026 

303,909 

625,978

14年度 

138,921 

317,385 

665,045

15年度 

163,436 

369,170 

674,930

16年度 

170,738 

402,406 

724,396

（単位：円） 

13年度 14年度 15年度 16年度 
高齢者　　退職　　一般 

100億 

90億 

80億 

70億 

60億 

50億 

40億 

30億 

20億 

10億 

0




